
 

 

 城東分教室の３年生は、２名の元気いっぱい女の子学級です。２人で切磋琢磨しながら、

日々学習に励んでおります。 

 

 

 

3年生は、いろいろな物事について調べる学習を積極的に行っています。国語では「国語

辞典の使い方」を学習しました。知らない言葉があると自分で辞典を引いてどんな意味があ

るのかを調べています。今では授業の中で分からない言葉も進んで意味を調べるようにな

りました。また、図書室の本の並び方にはどんな特徴があるのかを、実際に見付けに行った

りもしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 年生から新しく始まった理科の授業では、ホウセンカの観察とアゲハチョウの観察を

行いました。アゲハチョウの観察ではたくさんの幼虫がさなぎに変わり、最後はきれいな蝶

になるところが見られました。毎朝「さなぎがいっぱい！」「蝶になったよ！」などアゲハ

チョウが成長する様子を楽しんでいました。 

5月の初めに植えたホウセンカも大きく成長し、きれいな花が咲きました。教科書にない

白のホウセンカに、子供たちは興味津々。観察カードを書く前には、触ったときの様子やに

おい、色や大きさに注意しながら観察していました。３年生が育てたホウセンカを、６年生

も実験に使いました。お礼に６年生から実験を教えてもらい、３年生も予想をたてて実験に

挑戦してみました。 

国語の授業の様子 
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６年生の実験に挑戦中。 

 


